
（届出日:令和8年5月14日、作業開始日：令和8年5月15日） リコール番号 5816

◍　ＵＤトラックス株式会社が製作している大型トラックが対象です。 

◍　型式、車台番号の範囲、製作期間、対象台数は次の通りです。

＜ご注意＞

・対象車両の含まれる車台番号の範囲には対象とならない車両もあります。詳しくは最寄りのＵＤトラックス販売会社にお問合わせください。

・対象車両の製作期間はご購入の時期とは異なります。

【お問い合わせ先】

ＵＤトラックス株式会社　お客様相談室

〒３６２－８５２３　埼玉県上尾市大字壱丁目１番地

フリーダイヤル　０１２０－６７－２３０１

オープン時間　　月曜日～金曜日 ９：００～１２：００、１３：００～１７：００　　※但し、会社休業日を除きます。

大型トラック 原動機（オイルポンプ）のリコールについて

３．対象車両

２．改善の内容

１．不具合の状況

ＵＤトラックス株式会社が下記のリコールを国土交通省に届出しました。
対象車両をご愛用のお客様には、ダイレクトメールにてご案内いたしますので、点検・修理（無料）をお受けいただきます
ようよろしくお願い申し上げます。
お客様には大変ご迷惑をおかけいたしましたことを心よりお詫び申し上げます。

可変容量オイルポンプにおいて、可変部のステータ（固定子）に採用した材質の耐久性検証が不十分であったため、運転状況

に応じて油圧制御を繰り返すことで、ハウジングカバーのステータ摺動面が損傷・摩耗することがあります。そのため、そのまま

の状態で使用を続けると、適正な油圧が確保できず、インストルメントクラスタに「エンジン油圧低下」の警告メッセージの表示及

び警告灯の点灯とともにエンジン出力が制限され、さらにそのままの状態で走行すると、エンジンが焼き付き、走行不能に至る

おそれがあります。

オイルポンプを対策品へ交換するとともに、オイルコントロールバルブへの油路を変更いたします。

なお、昨今の中東情勢の影響により、エンジンオイルの供給状況に影響が生じる可能性がございます(令和8年5月時点)。

そのため、誠に恐れ入りますが、事前に販売会社までご連絡いただき、エンジンオイルの在庫状況を確認のうえ、

作業日程を調整させていただきます。

また、右記の「エンジン油圧低下警告灯」が点灯した場合は、速やかに最寄りの販売会社へご連絡いただき、

ご入庫いただきますようお願いいたします。

警告灯が点灯したまま走行を継続されますと、エンジンの焼き付きにより、走行不能に至るおそれがございます。

※本リコールは、令和7年1月29日に作業開始した「エンジン制御モジュール」のサービスキャンペーンの作業を

内包しております。

リ コ ー ル
対象車の台数
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（計 7 型式） (1車種)

(製作期間の全体の範囲)
(計1,194台)

ＵＤトラックス

令和5年5月29日 令和7年9月19日

1112PG-GK6DAD

177

車　名 型　　式 通 称 名
リ コ ー ル 対 象 車 の
車 台 番 号 の 範 囲 及 び 製 作 期 間

備 考

2PG-GK6DAB ｢クオン｣
JNCMC90A8PU080263 JNCMC90A1SU105593

令和5年5月29日 令和7年4月1日

JNCMC90A8PU082692 JNCMC90A3SU110701

2KG-GW6DAH
2PG-GW6DAH

22

2DG-GW6EAH 324

2DG-GW6ELH
2DG-GW6ELH改

560
JNCMC90D5PU080361 JNCMC90D3SU106237

令和5年6月14日 令和7年4月11日

令和5年5月29日 令和7年8月21日

JNCMDA0D2PU086150 JNCMDA0D9SU104572

令和5年8月29日 令和7年2月24日

JNCMC90D3PU080312 JNCMC90D6TU111594

令和5年5月29日 令和7年9月19日



 注 ： 　　　　　は交換する部品を示す｡

識別：各社インターネットホームページのリコール等対象車両検索結果に"実施済"と表示する。

改善箇所説明図

可変容量オイルポンプにおいて、可変部のステータ（固定子）に採用した材質の耐久性検証が不十分で

あったため、運転状況に応じて油圧制御を繰り返すことで、ハウジングカバーのステータ摺動面が損傷・摩

耗することがある。そのため、そのままの状態で使用を続けると、適正な油圧が確保できず、インストルメ

ントクラスタに「エンジン油圧低下」の警告メッセージの表示及び警告灯の点灯とともにエンジン出力が制

限され、さらにそのままの状態で走行すると、エンジンが焼き付き、走行不能に至るおそれがある。

基準不適合発生箇所

全車両、オイルポンプを対策品へ交換するとともに、オイルコントロールバルブへの油路を変更する。

改善の内容

可変容量オイルポンプ

矢視

矢視


